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住んでいると健幸になれるまち・多摩をめざして
　多摩市では「公共施設の見直し方針と行動プログラム」を策定し、公共施設の見直しに取り組んでい
ます。今後、公共施設政策は社会状況の変化や時代のニーズを踏まえ、賢く方向転換を図っていく必要
があり、「機能転換」は、その重要な方策です。多摩市では公共施設を大事に使い続けるために、様々
な取り組みを行っています。
　また、健幸まちづくりとは、市民の皆さんの誰もが健康で幸せに過ごせるまちを目指して、健康と幸
せを獲得しやすい環境を整えていく取り組みです。
　今号は、「健幸まちづくり」の視点を取り入れた公共施設の機能転換や、市民ワークショップの取り
組みなどをご紹介し、市民の皆さんと一緒に、これからのまちづくりを考えていきたいと思います。

多摩市長　阿部 裕行　

【特集】住んでいると健幸になれるまちへ
　健幸まちづくりは公共施設見直しのキーワード！、公共施設の機能転換・再配置の取り組み ...2～ 3ページ
　誰もが気軽に集えるスポット！ .............................................................................................4～ 5ページ
　市民ワークショップに参加して健幸まちづくり！、お知らせ .................................................6～ 7ページ
　健幸都市宣言をご存知ですか？、阿部市長の健幸宣言！ ...............................................................８ページ
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公共施設の見直しと将来像
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健幸マーク

　多摩市では、公共施設のあり方と
今後の方向性を示す「公共施設の見
直し方針と行動プログラム」を策定
し、公共施設の見直しに取り組んで
います。

　公共施設の見直しで重要な目的の
一つが「機能転換」。大事なキーワー
ドの一つが、市民の皆さんが健康で
幸せに過ごせるまちの実現に向けた
取り組み「健幸まちづくり」です。
　皆さんの身近な拠点である公共施設は、「楽しい！面白い！やってみたい！」のきっかけとなる場所
でもあり、また、一人ひとりの健幸を支える場所でもあります。公共施設は、今後、時代のニーズに合
わせた機能や使い方に転換していくことが求められています。
　今号は、「健幸まちづくり」の視点から見た公共施設の見直し・機能転換等の取り組みを特集します！

　西永山中学校跡地（多摩市永山3-12-1）に建設中の都営住宅の1階に、高齢の方、障がいのある方が住み
慣れた地域で生活できるよう、以下の機能を備えた西永山福祉施設を2019年秋に開設する予定です。

◆小規模多機能型居宅介護の施設
　 デイサービスを中心に、必要に応
じてショートステイ・訪問介護を
組み合わせて提供する施設

◆障害福祉サービス事業の施設
　 障がいのある方が日中に活動する
生活介護、就労継続支援（B型）、
放課後等デイサービスを行う施設

　介護や障害などで、生活に困難を抱える皆さんを、関係機関が連携して支援する「多摩市版地域包括ケアシステ
ム」の構築に向けて取り組んでいます。
　これにより、年齢や障害の有無に関わらず、誰もが自分らしくいきいきと暮らし続けられるまちを目指します。

東京都都市整備局HPより

特集 住んでいると健幸になれるまちへ
～健幸まちづくりは公共施設見直しのキーワード！～

健幸の
カギ

高齢者・障がい者福祉施設

公共施設の見直し「3つの目的」

1
安全に
使い続ける

2
施設全体の
ダイエット

3
時代のニーズに
合わせた施設への
機能転換

学び活動運動食
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子育て総合センター「子育てひろば」

★パルテノン多摩のリニューアル時に親子が遊べる子ども広場などを整備
　文化・芸術の拠点施設である「パルテノン多摩」の大規模改修にあわせて、子どもや親子のためのエリアを設置し、
子どもたちの明るい声がひびくまちづくりを目指すとともに、まちの賑わい創出を図っていきます。

　地域の中で、より身近な立地にある諏訪複合教育施
設（旧中諏訪小学校校舎。多摩市諏訪5-1）内に移転し、
より相談しやすい環境を整えます。

　地域包括支援センターは、高齢者の生活を支える総合相談窓口です。
　今後の高齢化の進行に対応するため、相談しやすい場所への移転を
順次進めています。
　これまで、中部、北部のセンターを、それぞれ永山団地名店街、
関・一つむぎ館に移転してきました。

　地域ごとに設置し、地域での子育て支援を充実します。

★子育てひろばを開設
　親子の交流ができる子育てひろばや、専門の相談員（子育てマネー
ジャー）に相談できる子育て支援拠点を地域に7か所、設けています。
　核家族化や地域のつながりの希薄化などによる、子育ての孤立化を防ぎ、
育児不安を解消することで、子育てしやすいまちづくりに取り組みます。

※実施内容は変更する場合があります。

2019年3月時点

イメージ

センター名 所在地

西部地域包括支援センター 多摩市和田1532

東部地域包括支援センター 多摩市連光寺1-1-1

多摩センター地域包括支援センター 多摩市山王下1-18-2

中部地域包括支援センター 多摩市永山4-2-5-105（永山団地名店街）

北部地域包括支援センター 多摩市関戸4-19-5 多摩市立健康センター3階（関・一つむぎ館）

●西

●西

●北

●北

●東

●東

●中

●中

●多

●多

公共施設の機能転換・再配置の取り組み

8か所目
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
企
画
・
運
営
を
担
っ
て
お

り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
順
次
、
建
築
後
3
0
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
大
規
模
改
修
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
公
園
は
、
誰
も
が
気
軽
に
訪
れ
、
集
う
こ
と
の
出
来
る
憩
い
の
場
で
す
。
市
内
に

は
多
く
の
公
園
が
あ
り
、
市
民
一
人
あ
た
り
の
市
立
公
園
面
積
は
、
都
内
2
6
市
で
 

１
位
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
公
園
に
は
、
桜
や
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
遊
歩
道
と
 

一
体
的
に
整
備
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

公
園

　
こ
れ
か
ら
の
30
年
間
を
見
据
え
、

長
く
地
域
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
将

来
に
わ
た
っ
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
機
能
や
使
い
方
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
検
討
し
、
20
20
年
以

降
に
改
修
し
ま
す
。

　
多
摩
市
で
は
、
ア
ダ
プ
ト
・
愛
護
会
・
グ
リ
ー
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
木
会
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、
公

園
で
の
花
壇
活

動
や
清
掃
活
動
、

緑
地
の
保
全
な

ど
、
様
々
な
み

ど
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み

実
施
中
の

取
り
組
み

関
・
一
つ
む
ぎ
館

ゆ
う
桜
ヶ
丘

ひ
じ
り
館

乞
田
・
貝
取
ふ
れ
あ
い
館

貝
取
こ
ぶ
し
館

か
ら
き
だ
菖
蒲
館

多
摩
中
央
公
園

大
谷
戸
公
園

宮
之
下
公
園

一
ノ
宮
公
園

宝
野
公
園

鶴
牧
西
公
園

一
本
杉
公
園

愛
宕
か
え
で
館

大
栗
川
・
か
る
が
も
館

三
方
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

　
20
19
年
～
20
20
年
に
か
け
て
、
武
道
館
、
陸
上
競
技
場
、
庭
球
場
を
含
め
た
多
摩

東
公
園
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
、
さ
ら
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
連
れ
の

方
に
も
利
用
し
や
す
い
施
設
に
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
の
目
線
で
の
魅
力
的
で
効
率
的
な
管
理

運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み

20
17
年
8月
、

宝
野
公
園
球
技
場
で

「
平
成
29
年
度
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ

体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

©
多
摩
市

改
修
後
イ
メ
ー
ジ
図

多
摩
市
職
員

に
ゃ
ん
と
も
ＴＡ
Ｍ
Ａ
三
郎

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
ス
ポ
ッ
ト
！

社
会
と
の
つ
な
が
り
は

健
幸
へ
の
ヒ
ン
ト
だ
ニ
ャ
！

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
で
は
 

各
地
域
に
あ
る
公
園
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
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多
摩
永
山

中
学
校

永
山
北
公
園

永
山

小
学
校

北
諏
訪

小
学
校

多
摩
消
防
署
（
建
替
中
） 諏
訪
幼
稚
園

ベ
ル
ブ

永
山

永
山
駅

東
京
都

南
多
摩
保
健
所

至
多
摩
セ
ン
タ
ー

旧
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
事
業
本

部
用
地

【
U
R
都
市
機
構
所
有
】

旧
東
永
山
小
学
校
跡
地

（
東
永
山
複
合
施
設
）

【
多
摩
市
所
有
】

日
本
医
科
大
学

多
摩
永
山
病
院

交
換
契
約

永
山
駅
周
辺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
提
案
図

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
健
幸
ま
ち
づ
く
り
！

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
興
味
の
あ
る
活
動
、
例
え
ば
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
で
の
活
動
や
趣
味
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

健
幸
都
市
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
多
摩
市
で
は
、
施
設
機
能
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
や
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
同
士
で
意
見
を
出
し
合
い
、
整
理
し
、
ま

と
め
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
公
共
施
設
を
よ
り
使
い
や
す
く
、

さ
ら
に
「
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
え
る
施
設
・
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
で
「
住
ん
で
い
る
と
健
幸
に
な
れ
る
ま
ち
」
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
！

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

健
幸
ま
ち
づ
く
り
！

～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
取
り
組
み
紹
介
～

●
多
摩
中
央
公
園
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
や
図
書
館
本
館
の
施
設
整
備
と
あ

わ
せ
、
多
摩
中
央
公
園
で
も
、
公
園
の
老
朽
化
や
時
代

の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
多
摩
中
央
公
園
の
魅
力
や
問
題
点
、

今
後
の
使
い
方
や
す
ご
し
方
な
ど
を
、
プ
レ
イ
ス
メ
イ

キ
ン
グ
社
会
実
験
を
行
い
な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

●
旧
北
貝
取
小
学
校
活
用
検
討

　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
豊
ヶ
丘
複
合
施
設
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

東
寺
方
複
合
施
設
市
民
懇
談
会

●
「
市
民
と
共
に
描
く
永
山
駅
周
辺
再
構
築

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
旧
北
貝
取
小
学
校
は
、
市
民
活
動
の
場
、
文
化

財
の
収
蔵
・
見
学
・
体
験
学
習
等
の
場
と
な
る
予

定
で
す
。

　
改
修
を
契
機
に
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
文
化
財

や
市
民
活
動
等
の
財
産
を
未
来
の
世
代
に
つ
な
げ

る
施
設
と
す
る
た
め
に
、
知
恵
・
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　
図
書
館
・
老
人
福
祉
館
・
児
童
館
・
地

区
市
民
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
豊
ヶ
丘
複
合

施
設
と
東
寺
方
複
合
施
設
の
今
後
に
つ
い

て
、
歩
い
て
い
け
る
地
域
の
施
設
と
し
て

何
が
必
要
な
の
か
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
永
山
駅
周
辺
再
構
築
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
永
山
駅
周
辺

の
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
3
班
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
を
行
い
、
2
0
4
0
年
代
の
永
山
駅
周
辺
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に

考
え
よ
う
ニ
ャ
！

多
摩
市
は
、

永
山
駅
周
辺
の
将
来
像
を

考
え
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
ん
だ
ね
。

多
摩
市
の
重
要
な
医
療
拠
点
で
あ
る
日
本
医
科
大
学
多
摩
永
山
病
院
は

建
替
え
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
核
と
な
る
医
療
拠
点
の
確
保
は
、
健
幸
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
重
要
で
す

永
山
駅
周
辺
の

用
地
を
要
望

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
（
日
医
大
多
摩
永
山
病
院
）

•
救
急
医
療
の
拠
点
病
院
で
市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

•
建
物
の
老
朽
化
が
深
刻
で
対
策
が
急
務
で
す
。

多
摩
市

•
 救
急
医
療
の
拠
点
、
地
域
医
療

の
核
で
あ
る
日
医
大
多
摩
永
山

病
院
の
存
在
は
重
要
で
す
。

•
 ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
の
重
要
な

拠
点
で
あ
る
永
山
駅
周
辺
の
再

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

U
R
都
市
機
構

（
旧
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業

本
部
用
地
）

•
 多
摩
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
協
力
す
る
意
向
で
す
。

旧
東
永
山
小
学
校
跡
地
と
、
旧
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
本
部
用
地
の
交
換
は
、
平
成
3
1
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
（
2
0
1
9
年
３
月
）

で
財
産
の
交
換
に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
た
後
に
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。
※
交
換
の
実
施
は
2
0
2
1
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

開
催
中
！

土
地
交
換
に
向
け
て

確
認
書
締
結

（
20
18
年
12
月
25
日
）
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　健幸のため、私が毎日心がけていることをご紹介します。

　第一に、通勤を含め毎日60分は歩いています。
　第二に、市役所内ではエレベーターは使いません。
　第三に、毎朝そして帰宅後、合わせて牛乳を400ccは飲んでいます。
　第四に、朝食に欠かさないのは、納豆と卵。
　第五に、家での食事は、大事な大事な時間。
　第六に、夫婦の会話は欠かさない。連続テレビ小説視聴も大事なひととき。
　第七に、正月以外、家では1合以上の飲酒はしません。しかも、週に1日程度。
　第八に、連日、新聞は4紙に目を通します。
　第九に、睡眠時間を最低6時間は確保します。
　第十に、常に感謝の気持ちを忘れず、一呼吸おくことを心がけています。

　皆さんも、いつまでも自分らしく、いきいきと暮らすために、まずは何か始めてみませ
んか？

多摩市長　阿部 裕行　

　多摩丘陵に広がる私たちのまちは、風わたる緑のまちです。
　いつまでもこの地でいきいきと暮らし続けることが私たちの願いです。
　多摩市で暮らす私たちが協力し、健やかで幸せいっぱいの健幸都市とする　
ことを宣言します。

　１　おいしく食べてエネルギーを燃やします。
　２　わくわくする心を大事にします。
　３　豊かな自然を感じてのびのび歩くことを楽しみます。
　４　世代を超えて声をかけ合い人と人との絆を深めます。
　５　自分を大切にしてゆっくり心と体を休めます。

たくさんの緑に囲まれ　まちを歩けば　しあわせに出会えるまち
（2017年3月30日制定）

　健康も幸せも、市民の皆さん一人ひとりが意識し、行動することによって獲得で
きるものです。
　皆さん自身が主体的に行動していただくことが、健幸都市の実現の鍵になります。
　多摩市では市民・議会・行政が一体となって、健幸都市実現に向けた市民の行動
宣言として、「多摩市健幸都市宣言」を制定しました。

多摩市健幸都市宣言

阿部市長の

健幸宣言！

Let’s 健幸まちづくり！ みんなで健幸都市を目指しましょう！
健幸都市は市民の皆さん一人ひとりの健康と幸せから。
皆さんも「健幸宣言」をしてみませんか？

健幸都市宣言をご存知ですか？


